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Results of the doctoral thesis defense 

博士論文審査結果 

 
氏 名

N a m e  i n  F u l l

 高   燕文  
 

論文題目
T i t l e

 「満蒙開拓」をめぐる言説空間――大陸開拓文学を中心に―― 
 
 本論文は、日中戦争期に活発に創作された「満洲開拓文学」を素材とした初めての総合

的研究である。近代日本における満洲イメージの生成を論じた後、「満洲開拓文学」の担い

手を、日本内地から満洲に渡り創作活動を行った来満日本人作家と、満洲に定住しながら

作品を生み出した在満日本人作家とに分け、計九人の作家を検討対象とした。その学問的

意義としては、「満洲開拓文学」という領域の全体像を初めて明らかにしたことにある。ま

た、それを「国策文学」という概念規定にとどめず、作品世界に描かれた作者の苦悩や満

洲開拓政策の矛盾を丁寧に読み取っていった点も特筆に値する。戦後日本の国民国家のみ

を単位とする研究領域の設定を越えて、日本帝国の植民地主義から生じた満洲開拓文学を

トランスナショナルな国際研究の視点から分析し、その研究土台を基礎づけた意欲的な研

究といえる。 

三部構成からなる本論文の達成点としては、次のとおりである。第一部では、満洲農業

移民をめぐる言説について、満洲事変勃発以前、試験移民期、本格的移民期、移民送出衰

退期の三つの時期に分け、各時期における官報、雑誌、現地案内、旅行パンフレット、絵

葉書、展覧会などの表象媒体を丁寧に整理し、それらがいかに開拓文学の下地となったか

を提示した。第二部では、いわゆる来満日本人作家について、その代表的な存在として和

田傳、島木健作、福田清人などを取り上げ、それぞれの主要作品を創作背景に留意しなが

ら詳細に分析し、彼らの開拓文学における旗手的な役割を解明した。そして第三部では、

来満作家に対し、現地で活躍した在満日本人作家として山田清三郎、望月百合子、菅野正

男などを取り上げ、それぞれの代表作の分析を通して、在満作家独自の立場とそれに由来

する彼らの作品世界の特徴を抽出し、開拓文学の多様な側面を浮き彫りにした。 

以上のように、従来、研究が手薄だったこの満洲農業移民をめぐる言説について様々な

表象媒体を調査・整理し、中でも影響力の大きかった開拓文学への詳細な分析を通して、

その全貌を解明している点にこそ本論文の画期性を指摘することができよう。  
以下、評価の理由を個別に挙げる。第一に、プロパガンダ小説の文学性という問題意識

のもとに、丹念に作品を分析的に読む作業を完遂したこと。そうすることによって、モチ

ーフを含む作品固有の仕掛けや技術を明るみに出した点では、従来の作品論の研究水準と

は一線を画するものとなっている。  
第二に、満洲開拓文学をめぐる詳細な資料調査や構造的な整理・分析がほとんど行われ

てこなかった研究状況に対して、本論文はこの未開拓の研究課題に挑戦し、日中の各地に

散在する当事者の手記や回想録を含む第一次資料を数多く発掘することに成功している。

とりわけ、在満日本人作家の作品群について初めて研究史上、系譜的に整理・分析をおこ



ない、今後の研究の基礎を整えたことは学史上の大きな功績となろう。

その具体的な例に、本論文に付された「大陸開拓文学：主な単行本作品」をはじめとす

る五つの附録がある。それは、国内外の膨大な文献をつぶさに調査し、その中から関連作

品を漏れなく抽出して作成された、小説およびルポルタージュに関する満洲開拓文学のほ

ぼ完全な作品リストである。本論文の研究主題に関して、単行本から新聞・雑誌に掲載さ

れた作品や関連記事までほぼ網羅されており、さらに戦後の作品の復刻・再版情報までが

付加されている。

こうした研究の基礎作業を根気よく完遂する能力こそが、先行研究を活用して、全体の

論述の整合性を適切にはかり、本論文の内容を充実させたといえよう。本人の研究者としての

素質を将来的に大きく開花させる可能性を強く感じさせる論文として高く評するゆえんで

ある。 

ただし、こうした丹念な基礎資料の調査・整理に基づいて、それをどういう観点で考察

しようとしているのか、その分析に基づく学術的思考の錬成にはさらなる期待が寄せられ

る。以下、その課題を指摘する。第一に、来満作家との比較をとおして、在満作家を取り

上げたことで、開拓文学全体の解明にいかなる学問的意味がもたらされたのか、その関係

づけを明確にする必要がある。第二に、複合民族国家だった満洲国の性格からいっても、

日本・満洲のみならず朝鮮半島・中国関内あるいは台湾をも巻き込んだ人口移動のなかで

日本人満洲移民を捉える観点を、もっと打ち出していくべきである。第三に、歴史学の成

果を説明材料に使うだけでなく、歴史学で気づかれなかった問題を、文学作品を通じて照

射する研究の深化が今後俟たれる。 

しかし、こうした課題は、あくまで本論文で達成した研究成果を土台として、次の段

階に進む研究成果として待ち望まれるものにとどまる。現時点ですでに高い独自性と完

成度を示す本論文は、いまだ研究が不十分な満洲文学研究において一つの空白部を埋めた

点において、その学問的意義は極めて高いものがある。以上の理由をもって、本論文は国

際日本研究専攻の学位を授与するにふさわしいものと審査委員の全員一致で判定した次第

である。
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